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１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 22,597 △25.9 △675 － △688 － △503 －

28年３月期第２四半期 30,477 △4.7 442 － 760 － 500 －
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 △3,394百万円( －％) 28年３月期第２四半期 △482百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 △36.76 －

28年３月期第２四半期 36.07 －

※平成28年10月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年度の期首に当該
株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 50,163 28,060 55.9

28年３月期 55,281 32,891 59.5
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 28,047百万円 28年３月期 32,883百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － － － 4.00 4.00

29年３月期 － －

29年３月期(予想) － － －

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　２．平成29年３月期の配当予想につきましては、現時点では未定であります。

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,000 △9.5 400 △60.3 300 △78.3 200 △86.8 14.60
(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

２．平成28年10月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施したため、当連結会計年度の期首に
当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の
見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 13,867,757株 28年３月期 13,867,757株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 780,656株 28年３月期 2,903株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 13,703,010株 28年３月期２Ｑ 13,864,889株
　

(注) 平成28年10月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年度の期首に
　 当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しておりま
　 す。

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短
信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
　 と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業
　 績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料４ページ「(3)
　 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
２．当社は、平成28年６月24日開催の第160回定時株主総会において、株式併合について可決を受け、平成28年10
　 月１日を効力発生日として、10株を１株とする株式併合を実施しております。これに伴い、当連結会計年度の
　 期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（単位：百万円）

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減額

売
上
高

①エネルギー 23,846 14,067 △9,778

②生活関連 5,501 7,420 1,918

③その他 1,060 1,040 △20

調整額 68 69 0

合計 30,477 22,597 △7,879

損 営
失 業
(△)利
　 益
　 又
　 は

①エネルギー 638 △724 △1,362

②生活関連 370 534 163

③その他 50 54 4

調整額 △617 △540 76

合計 442 △675 △1,117

営業外収益 424 197 △226

営業外費用 105 210 105

経常利益又は損失（△） 760 △688 △1,449

特別利益 281 570 288

特別損失 336 498 161

税金等調整前四半期純利益
又は純損失（△）

706 △615 △1,321

法人税等合計 202 △117 △319

四半期純利益又は純損失（△） 503 △498 △1,002

非支配株主に帰属する四半期純利
益

3 5 1

親会社株主に帰属する四半期純利益又
は純損失（△）

500 △503 △1,003

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、エネルギー事業における石炭価格の下落及び石炭販売数量の

減少などにより、売上高は225億97百万円と前年同期比78億79百万円（25.9%）の減収となり、６億75百万円の営業

損失（前年同期は４億42百万円の営業利益）となり、経常損益は６億88百万円の損失（前年同期は７億60百万円の

経常利益）となりました。

　また、親会社株主に帰属する四半期純損益は、特別損失に災害による損失（平成28年熊本地震）２億20百万円を

計上したものの、特別利益に投資有価証券売却益１億98百万円及び受取保険金74百万円を計上したこと並びに税金

費用が減少したことなどにより、５億３百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失（前年同期は５億円の親会社

株主に帰属する四半期純利益）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、売上高については、セグメント間取引消去前の金額によっております。

（報告セグメントの区分方法の変更）

当社グループは、「石炭生産事業における自社権益炭拡大と収益性向上」「新規事業の育成による収益の安定

化・多角化」の２つの成長戦略に則り実施したＭ＆Ａ等により子会社が増加してきたことを契機に、セグメント区

分の見直しを行いました。

　この結果、エネルギー事業を中心とするエネルギー事業本部、並びにＭ＆Ａ等により新たに加わった子会社を中

心とする生活関連事業本部の２事業本部制による経営管理体制をより適正に表示するため、第１四半期連結会計期

間より、報告セグメントを変更することといたしました。変更の内容は以下のとおりです。

　従来の「石炭販売事業」、「石炭生産事業」、「再生可能エネルギー事業」及び従来「その他」の区分に含めて

いた一部の事業を「エネルギー事業」セグメントとし、従来の「飲食用資材事業」、「衣料品事業」、「施設運営
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受託事業」及び従来「その他」の区分に含めていた一部の事業を「生活関連事業」セグメントといたしました。ま

た、従来の「不動産事業」及び「港湾事業」は報告セグメントに含まれない事業セグメントとし、従来「不動産事

業」セグメントに帰属する資産としていた遊休不動産について、全社資産として取り扱うことといたしました。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分に基づき作成しております。

①エネルギー事業

当セグメントには、石炭販売分野、石炭生産分野及び再生可能エネルギー分野が含まれております。

　売上高は、石炭販売分野及び石炭生産分野における石炭価格の下落並びに販売数量の減少などにより140億67百

万円と前年同期比97億78百万円（41.0%）の減収となりました。セグメント損益につきましては、石炭生産分野に

おける上記売上高の減少要因に加え、リデル炭鉱の操業コストの増加などにより７億24百万円のセグメント損失

（前年同期は６億38百万円のセグメント利益）となりました。

②生活関連事業

当セグメントには、飲食用資材分野、衣料品分野、施設運営受託分野及び介護分野が含まれております。

　売上高は、衣料品分野の花菱縫製㈱を前第３四半期連結会計期間において子会社化したことに伴い、74億20百

万円と前年同期比19億18百万円（34.9%）の増収となり、セグメント利益は、のれん償却費１億54百万円を計上し

たものの５億34百万円と前年同期比１億63百万円（44.0%）の増益となりました。

　なお、飲食用資材分野の日本ストロー㈱において、「平成28年熊本地震」により同社熊本工場の一部に被害を

受けておりましたが、懸命な復旧作業に努めた結果、現在では通常生産を行っております。

③その他

当区分には、不動産事業及び港湾事業等が含まれております。

　売上高は、10億40百万円と前年同期比20百万円（1.9%）の減収となりましたが、セグメント利益は54百万円と

前年同期比４百万円（9.1%）の増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産、負債及び純資産の状況） （単位：百万円）

前連結会計年度
当第２四半期
連結累計期間

増減額

資産

流動資産 22,675 19,638 △3,036

（内、現金及び預金（長期含む）） (13,454) (12,245) (△1,209)

固定資産 32,606 30,525 △2,081

合計 55,281 50,163 △5,118

負債

流動負債 9,325 9,601 276

固定負債 13,065 12,501 △563

合計 22,390 22,103 △287

（内、借入金（社債含む）） (11,309) (11,573) (263)

純資産合計 32,891 28,060 △4,831

負債・純資産合計 55,281 50,163 △5,118

①資産

資産合計は501億63百万円となり、前連結会計年度末に比べ51億18百万円(9.3％)の減少となりました。主な要

因は、現金及び預金並びに商品及び製品の減少などによる流動資産の減少30億36百万円（13.4％）、並びに有形

固定資産の減少などによる固定資産の減少20億81百万円（6.4％）によるものであります。

②負債

負債合計は221億３百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億87百万円(1.3％)の減少となりました。主な要

因は、支払手形及び買掛金の増加などによる流動負債の増加２億76百万円（3.0%）があったものの、長期繰延税

金負債及び資産除去債務の減少などによる固定負債の減少５億63百万円（4.3％）によるものであります。
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③純資産

純資産合計は280億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ48億31百万円(14.7％)の減少となりました。主な

要因は、為替換算調整勘定の減少などによるその他の包括利益累計額の減少30億55百万円（92.9％）によるもの

であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向を踏まえ、平成28年５月13日公表の業績予想数値を修正しております。詳しくは、本日（平成

28年11月４日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 （会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関す

る実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年

４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は、

軽微であります。

（４）追加情報

　 (繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号平成28年３月28日)を第１四半期

連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,454 11,420

受取手形及び売掛金 4,828 4,900

商品及び製品 1,693 883

仕掛品 341 144

原材料及び貯蔵品 880 877

その他 1,477 1,412

貸倒引当金 △0 －

流動資産合計 22,675 19,638

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 7,270 5,875

土地 10,823 10,504

その他（純額） 4,959 4,832

有形固定資産合計 23,053 21,212

無形固定資産

のれん 4,473 4,102

その他 1,348 1,131

無形固定資産合計 5,822 5,233

投資その他の資産

投資有価証券 2,422 2,010

長期貸付金 880 747

その他 700 1,557

貸倒引当金 △272 △236

投資その他の資産合計 3,730 4,078

固定資産合計 32,606 30,525

資産合計 55,281 50,163

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,969 2,812

短期借入金 3,303 3,589

未払法人税等 284 282

賞与引当金 234 248

災害損失引当金 － 70

その他 3,533 2,599

流動負債合計 9,325 9,601

固定負債

社債 45 34

長期借入金 7,914 7,919

関係会社整理損失引当金 113 －

退職給付に係る負債 410 402

資産除去債務 1,441 1,303

その他 3,141 2,841

固定負債合計 13,065 12,501

負債合計 22,390 22,103
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 8,571 8,571

資本剰余金 6,219 6,219

利益剰余金 14,807 13,908

自己株式 △5 △886

株主資本合計 29,593 27,813

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 223 △13

繰延ヘッジ損益 △0 3

土地再評価差額金 1,761 1,601

為替換算調整勘定 1,305 △1,356

その他の包括利益累計額合計 3,289 233

非支配株主持分 7 12

純資産合計 32,891 28,060

負債純資産合計 55,281 50,163

決算短信（宝印刷） 2016年11月01日 13時35分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

－6－



三井松島産業株式会社(1518) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 30,477 22,597

売上原価 28,220 20,589

売上総利益 2,256 2,007

販売費及び一般管理費

人件費 742 1,042

福利厚生費 141 198

減価償却費 41 60

業務委託費 56 58

その他 833 1,323

販売費及び一般管理費合計 1,813 2,683

営業利益又は営業損失（△） 442 △675

営業外収益

受取利息 128 97

受取配当金 16 17

持分法による投資利益 67 －

為替差益 140 －

補助金収入 47 47

その他 23 34

営業外収益合計 424 197

営業外費用

支払利息 83 77

持分法による投資損失 － 19

為替差損 － 87

その他 21 26

営業外費用合計 105 210

経常利益又は経常損失（△） 760 △688

特別利益

固定資産売却益 12 0

投資有価証券売却益 － 198

受取保険金 － 74

補助金収入 268 268

その他 － 29

特別利益合計 281 570

特別損失

固定資産圧縮損 248 248

災害による損失 － ※ 220

その他 87 28

特別損失合計 336 498

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

706 △615

法人税、住民税及び事業税 288 273

法人税等調整額 △86 △391

法人税等合計 202 △117

四半期純利益又は四半期純損失（△） 503 △498

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 5

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

500 △503
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 503 △498

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △96 △237

繰延ヘッジ損益 15 3

為替換算調整勘定 △906 △2,662

その他の包括利益合計 △986 △2,895

四半期包括利益 △482 △3,394

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △486 △3,399

非支配株主に係る四半期包括利益 3 5
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第２四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

該当事項はありません。

（四半期連結損益計算書関係）

　 ※災害による損失

「平成28年熊本地震」により被害を受けた損失額であり、その主な内容は以下のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

固定資産修繕費等 ―百万円 150百万円

災害損失引当金繰入額 ― 〃 70 〃

計 ―百万円 220百万円

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

当社は、平成28年８月５日開催の取締役会決議及び平成28年９月９日開催の取締役会決議に基づき、平成28

年８月８日から平成28年９月23日までに、自己株式7,777,000株（株式併合前）の取得を行いました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が８億81百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末におい

て自己株式が８億86百万円となっております。なお、上記のほか、平成28年10月１日から平成28年10月３日ま

でに、自己株式22,300株（株式併合後）を取得し、上記取締役会決議に基づく自己株式の取得は終了しました。

（重要な後発事象）

株式の併合等について

当社は、平成28年６月24日開催の第160回定時株主総会において、株式の併合に関する議案（10株を１株に併

合し、発行可能株式総数を３億株から30百万株に変更）及び単元株式数を1,000株から100株に変更する定款一

部変更に関する議案ついて付議し、可決されました。これらは平成28年10月１日をもって効力が発生しており

ます。
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